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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月28日(2018.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　すなわち、本発明は以下の構成を要旨とするものである。
（１）　平均アスペクト比が２．５以下の平均短径で０．１ｍｍ以上１．５ｍｍ以下の次
亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶粒子。
（２）　嵩密度が０．８０ｇ／ｃｍ3以上である前記（１）に記載の次亜塩素酸ナトリウ
ム５水和物結晶粒子。
（３）　嵩密度が０．８０ｇ／ｃｍ3以上である次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶粒子
。
（４）　４０～４８質量％水酸化ナトリウム水溶液に塩素を導入して反応温度１５～３２
℃で塩素化する第１工程と、
　析出した副生塩化ナトリウムの結晶を分離除去して次亜塩素酸ナトリウム濃度２４～３
４質量％の次亜塩素酸ナトリウム水溶液を回収する第２工程と、
　冷却器と晶出器とが一体となった晶析槽において、前記第２工程で回収された次亜塩素
酸ナトリウム５水和物を含む水溶液を冷却温度０～２６℃まで冷却して次亜塩素酸ナトリ
ウム５水和物結晶を析出させる第３工程であって、晶析槽内の前記水溶液を攪拌翼先端速
度２．１～７．５ｍ／秒で攪拌もしくはポンプ循環させる、または攪拌およびポンプ循環
させる、第３工程と、
　前記第３工程で析出した次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶を固液分離して次亜塩素酸
ナトリウム５水和物結晶粒子を得る第４工程と
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を含むことを特徴とする次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶粒子の製造方法。
（５）　前記第３工程での、ポンプ循環が、１時間に、前記晶析槽中の水溶液量に対して
０．５～４.０倍の液量を循環させることで行われる前記（４）に記載の製造方法。
（６）　前記第３工程での、ポンプ循環が、１時間に、前記晶析槽中の水溶液量に対して
０．５～４.０倍の液量を循環し、尚且つ撹拌が、攪拌翼先端速度を２．１～７．５ｍ／
秒で行われる前記（４）に記載の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平均アスペクト比が２．５以下であって、平均短径が０．１ｍｍ以上１．５ｍｍ以下で
ある次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶粒子。
【請求項２】
　嵩密度が０．８０ｇ／ｃｍ3以上である請求項１に記載の次亜塩素酸ナトリウム５水和
物結晶粒子。
【請求項３】
　嵩密度が０．８０ｇ／ｃｍ3以上である次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶粒子。
【請求項４】
　４０～４８質量％水酸化ナトリウム水溶液に塩素を導入して反応温度１５～３２℃で塩
素化する第１工程と、
　析出した副生塩化ナトリウムの結晶を分離除去して次亜塩素酸ナトリウム濃度２４～３
４質量％の次亜塩素酸ナトリウム水溶液を回収する第２工程と、
　冷却器と晶出器とが一体となった晶析槽において、前記第２工程で回収された次亜塩素
酸ナトリウム５水和物を含む水溶液を冷却温度０～２６℃まで冷却して次亜塩素酸ナトリ
ウム５水和物結晶を析出させる第３工程であって、晶析槽内の前記水溶液を攪拌翼先端速
度２．１～７．５ｍ／秒で攪拌もしくはポンプ循環させる、または攪拌およびポンプ循環
させる、第３工程と、
　前記第３工程で析出した次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶を固液分離して次亜塩素酸
ナトリウム５水和物結晶粒子を得る第４工程と
を含むことを特徴とする次亜塩素酸ナトリウム５水和物結晶粒子の製造方法。
【請求項５】
　前記第３工程での、ポンプ循環が、１時間に、前記晶析槽中の水溶液量に対して０．５
～４.０倍の液量を循環させることで行われる請求項４に記載の製造方法。
【請求項６】
　前記第３工程での、ポンプ循環が、１時間に、前記晶析槽中の水溶液量に対して０．５
～４.０倍の液量を循環し、尚且つ撹拌が、攪拌翼先端速度を２．１～７．５ｍ／秒で行
われる請求項４に記載の製造方法。
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